
チーム名 生活環境
キャッチフレーズ 自助－互助－扶助を根底に自律に向けた創造 主　　　な

克雪、交通安全、防犯、生活交通体系、
土地利用、ごみ、衛生環境、消費生活、
防災数 値 目 標 ５年後生ごみ排出量 10％削減 検討項目

1 必要な除雪路線の道路改良の促進

2 冬期集落保安要員制度の見直し、継続

3 雪処理ボランティアを組織し実践

4 高齢者等弱者世帯の要援護除雪世帯の見直し

5 克雪住宅への改修の促進

1
路線バス、スクールバス、ひまわりバスの運
行、タクシー券の交付などで対応している地
域交通網を総合的に見直す。

1
路線バス、スクールバス、ひまわりバス及び
タクシー等町内のさまざまな車両を活用し
た、生活交通運行の実施

　 　

　 　

1 ごみ収集のリサイクル分別の推進

2
パトロールによる監視体制の確立と津南町公
衆衛生推進員との連携

3
マイバック運動と買い物袋持参推奨店への加
盟推進

　

４　家庭ごみの有料化

1
幼児、若者及び高齢者対象の交通安全教育の
実施

2 交通安全施設の整備促進

3 危険箇所等への防犯灯（街路灯）の設置

4 防災行政無線（広報無線）の更新

5 消防団への携帯無線機の配備充実

6
役場職員による自動車予備隊（消防防災隊）
の編成

　

チーム別基本計画

前期計画（5年以内） 中期計画（5年～10年） 後期計画（11年～20年）取り組み

冬期間を
安心して生活

引き続き実施

使いやすい
生活交通網の確立

　ごみの削減と
　　　　環境保全

　安心の町づくり

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施
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